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長
崎
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
五
島
の
こ
と
を
思
う
と
き
、
あ
の
キ
リ
シ
タ
ン
史

に
ま
つ
わ
る
唄「
五
島
へ
五
島
へ
と
み
な
行
き
た
が
る
五
島
は
優
し
や
土
地
ま
で
も
」

の
民
謡
を
想
い
だ
す
人
は
多
い
。
さ
ら
に
西
彼
半
島
の
大
瀬
戸
に
行
く
と「
五
島
は

よ
い
と
こ
行
っ
て
見
り
ゃ
地
獄　

二
度
と
行
く
ま
い
五
島
ケ
島
へ
」と
い
う
盆
歌
の

一
節
も
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
唄
に
は
、
江
戸
時
代
五
島
に
移
り
住
ん
だ
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
達
の
夢

と
現
実
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
昔
、
五
島
の
一
部
と
崎
戸

大
島
の
一
部
は
共
に
、
流
罪
の
島

で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
長
崎
人
か

ら
は「
悪
か
こ
と
ば
す
る
も
ん
は
み

ん
な
五
島
ん
も
ん
」と
言
わ
れ
た
時

代
が
あ
っ
た
。
然
し
働
き
者
の
五

島
人
は
長
崎
の
街
に
進
出
し
商
い

に
励
ん
で
五
島
町
を
つ
く
り
あ
げ

た
。「
五
島
ん
も
ん
と
島
原
ん
も
ん

の
通
っ
た
後
に
は
ペ
ン
ペ
ン
草
も

生
え
ん
よ
ね
」と
言
わ
れ
た
時
代
も

あ
っ
た
。
ひ
と
く
く
り
に
五
島
と

い
っ
て
も
、
五
島
列
島
は
福
江
島
・

久
賀
島
・
奈
留
島
の「
下
五
島
」と
、

中
通
島
・
若
松
島
の「
上
五
島
」と

に
大
き
く
区
分
し
た
方
が
よ
い
。

文
化
圏
も
経
済
圏
も
昔
は
下
五
島

が
長
崎
、
上
五
島
は
佐
世
保
を
中

心
に
文
化
の
伝
播
や
経
済
の
流
通

が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
も
若
干
そ

の
傾
向
は
あ
る
。

　

そ
ん
な
上
五
島
の
歴
史
と
文
化
の
中
に
、
こ
こ
数
年
来
、
五
島
の
キ
リ
ス
ト
教
の

教
会
群
に
一
躍
、
光
り
が
当
り
出
し
た
。
そ
れ
は「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
」が「
世
界
遺
産
候
補
暫
定
リ
ス
ト
」入
り
し
た
こ
と
に
因
る
。
さ
っ
そ
く

役
場
に
は
県
と
連
携
し
た「
世
界
遺
産
推
進
室
」が
設
け
ら
れ
、
巡
礼
者
も
多
く
な
り

観
光
ツ
ア
ー
が
徐
々
に
増
加
し
て
島
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。
関
連
イ
ベ
ン
ト

も
多
様
に
な
り
教
会
堂
で
の
音
楽
会
や
映
画
祭
が
開
か
れ
、
ひ
と
昔
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
ほ
ど
豪
華
に
な
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
造
ら
れ
る

な
ど
。
今
、
五
島
の
島
々
は
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
が
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て「
祈

り
の
島
」と
し
て
の
存
在
が
大
き
く
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
こ
の
上
五
島
の
歴
史
と
文
化
を
じ
っ
く
り
観
て
み
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
の

島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
が
先
行
し
が
ち
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
島
の
教
会
を

は
じ
め
と
す
る
宗
教
施
設
を
数
え
て
み
る
と
そ
れ
が
解
る
。
教
会
堂
が
二
十
九
棟
、

神
社
が
五
十
七
社
、
寺
院
が
十
三
か
寺
あ
る
。
人
口
二
万
三
千
人
ほ
ど
の
島
に
こ
れ

ほ
ど
の
数
の
宗
教
施
設
が
存
在
す
る
の
は
、
日
本
広
し
と
言
え
ど
新
上
五
島
町
だ
け

で
あ
る
。
そ
の
密
度
は
全
国
自
治
体
比
で
日
本
一
だ
。

　

神
社
は
全
国
ど
こ
で
も
集
落
ご
と
に
氏
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
数
は
理

解
で
き
よ
う
。
お
寺
も
複
数
の
集
落
か
ら
檀
信
徒
が
集
ま
り
開
山
さ
れ
た
経
緯
か
ら

こ
の
程
度
の
寺
数
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
教
会
堂
の
数
が
極
端
に
多
い
こ

と
。
人
口
約
四
十
五
万
人
の
長
崎
市
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
数
は
三
十
棟
と
い
う

の
に
上
五
島
の
そ
れ
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
こ
れ
は
上
五
島
の
教
会
が
キ
リ
シ
タ
ン

集
落
ご
と
に
建
堂
さ
れ
た
経
緯
に
起
因
し
て
い
る
。
い
わ
ば
キ
リ
シ
タ
ン
版
鎮
守
の

神
様
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
集
落
ご
と
に
教
会
堂

が
あ
る
の
は
全
国
で
も
稀
有
な
の
だ
そ
う
だ
。

　

神
社
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
島
民
に
人
気
の
里
神
楽
が
あ
る
。
上
五
島
神
楽
と

い
う
。
主
に
秋
の
例
大
祭
に
神
前
に
奉
納
披
露
さ
れ
る
が
、
平
成
十
四
年
に
福
江
、

富
江
、
玉
之
浦
、
岐
宿
、
有
川
、
上
五
島
の
六
流
の
神
楽
が「
五
島
神
楽
」と
し
て
国

の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

神
楽
は
平
戸
や
壱
岐
の
神
楽
と
同
じ
よ
う
に
舞
神
楽
で
、
そ
の
舞
の
種
類
は
三
十

番
あ
る
。
神
社
の
拝
殿
中
央
付
近
の
畳
二
枚
分
の
一
間
四
方
の
板
張
り
が
舞
台
と
な

る
。
そ
こ
か
ら
は
み
出
し
て
舞
っ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
太
鼓
を
叩
く
種
類
と
吹

く
笛
の
種
類
の
多
さ
は
九
州
随
一
で
複
雑
を
極
め
る
。

　

五
島
の
仏
教
に
も
歴
史
や
伝
統
文
化
は
多
い
。
そ
の
一
つ
が
青
方
念
仏
踊
り
で
あ

る
。
こ
の
踊
り
は
福
江
の
チ
ャ
ン
コ
コ
、
嵯
峨
の
島
の
オ
ー
モ
ン
デ
ー
、
平
戸
ジ
ャ

ン
ガ
ラ
な
ど
念
仏
踊
り
の
古
い
形
態
を
伝
え
る
も
の
で
、
本
来
の
踊
り
の
祖
形
と
は

斯
く
な
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
踊
り
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
が
若
松
島
極
楽
寺
の
国
重

要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
像
。
越
中
哲
也
先
生
に
よ
れ
ば
、
こ
の
仏
像

は
元
々
、
五
島
の
山
王
信
仰
の
総
社
で
あ
る
雄
嶽
日
枝
神
社（
山
王
神
社
）の
ご
神
体

で
、
明
治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
、
極
楽
寺
に
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
こ
の
地
区
に
は
山
王
文
化
圏
と
も
言
え
る
史
跡
が
多
い
。

　

上
五
島
は
こ
の
よ
う
に
、
日
本
古
来
の
神
道
、
大
陸
渡
来
の
仏
教
、
西
洋
伝
来
の

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
三
つ
の
信
仰
が
共
存
し
て
い
る
島
で
、
い
わ
ば
和
と
華
と
蘭
が

紡
が
れ
た
島
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
平
成
二
十
年
六
月
、
私
達
は
、
こ
う
し
て
伝

承
さ
れ
て
き
た
上
五
島
の「
神
仏
基
」文
化
の
伝
統
芸
能
を
、「
信
仰
の
島
、
上
五
島

の
芸
能
」と
し
て
国
立
劇
場
で
公
演
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
他
国
に
は
な

い
上
五
島
独
特
の
歴
史
と
文
化
と
信
仰
が
、
芸
能
を
通
し
て
全
国
に
発
信
さ
れ
注
目

を
集
め
た
。

　

特
筆
す
べ
き
も
の
が
も
う
一
つ
あ
る
。
五
島
う
ど
ん
の
こ
と
だ
。
五
島
う
ど
ん
は

上
五
島
に
あ
っ
て
下
五
島
に
は
な
い
。
同
じ
麺
文
化
で
も
下
五
島
は
ダ
ン
ゴ
文
化
と

な
り
上
五
島
は
う
ど
ん
文
化
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、「
う
ど
ん
」の
原
生
産
地
は
中
国

で
あ
り
、
其
の
昔
、
中
国
に
遣
わ
し
た
我
が
国
の
船
が
帰
国
す
る
時
に
最
初
の
寄
港

地
と
な
っ
た
の
は
五
島
の
港
で
あ
り
、
其
の
港
に
う
ど
ん
の
製
法
を
伝
え
た
と
言
う

の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

他
に
も
、
上
五
島
有
川
は
其
の
昔
、
捕
鯨
の
街
と
し
て
栄
え
、
今
も
鯨
唄
や
羽
差

踊
り
が
奉
納
さ
れ
る
メ
ー
ザ
イ
デ
ン（
弁
財
天
）と
い
う
行
事
が
あ
り
、
ま
た
坂
本
龍

馬
が
江
の
浜
に
来
た
話
や
五
島
や
ぶ
椿
の
話
等
も
あ
る
。

　

し
か
し
島
は
、
今
も
観
光
が
あ
ま
り
開
発
さ
れ
て
い
な
い
シ
ン
プ
ル
な
自
然
の
島

で
あ
る
。
今
流
に
言
え
ば「
シ
ン
プ
ル
・
イ
ズ
・
ベ
ス
ト
」。
上
五
島
は
こ
れ
か
ら
も

シ
ン
プ
ル
を「
売
り
」に
し
て
生
き
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
上
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○
三
月
と
言
え
ば
三
日
の「
桃
の
節
句
」と「
お
彼
岸
」で
あ
る
。
桃
は
中
国
よ
り
其
の
昔
我

が
国
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
も
桃
に
は
神
霊
が
宿
る
と
さ
れ
其

の
説
話
は
多
い
。
例
え
ば「
桃
源
郷
」、「
西
王
母
と
桃
」の
話
な
ど
が
あ
る
。
中
国
の
桃

の
伝
説
は
我
が
国
に
も
伝
え
ら
れ「
古
事
記
」を
読
む
と
伊
邪
那
岐
の
命み
こ
と

が
悪
魔
に
追

わ
れ
た
時
、
命
は
桃
の
実
を
投
げ
て
悪
魔
を
追
い
か
え
し
た
話
や
桃
太
郎
の
話
が
語
ら

れ
て
い
る
。

○
三
月
三
日
が
何
故「
桃
の
節
句
」に
な
っ
た
か
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
も
其
の
説
話
は
中

国
に
由
来
し
て
い
る
。
古
代
の
中
国
で
は
旧
暦
三
月
の
初
め
の
巳
の
日（
上
巳
）は
災
が

あ
る
日
と
さ
れ
、
こ
の
災
い
を
拂
う
た
め
に
種
々
の
行
事
を
し
て
い
た
が
、
魏
の
時
代

（
二
世
紀
末
）に
此
の「
上
巳
の
日
」を
毎
年
三
月
三
日
に
定
め
、
此
の
日
に
は「
蘭
草
に

浴
し
水
辺
に
出
て
汚
を
拂
う
」と
あ
り
、
此
の
風
習
が
人
形
を
川
に
流
す
風
習
と
な
り
、

更
に「
上
巳
の
日
」に
は
周
の
幽
王
が
草
餅（
は
は
こ
草
の
汁
と
蜜
を
粉
に
和
し
て
作
っ

た
餅
）を
廟
に
お
供
え
し
た
故
事
に
よ
り
、
我
が
国
で
は
蓬
餅
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、

桃
も
此
の
日
に
廟
に
供
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。

○
源
氏
物
語
・
須
磨
の
巻
に
は
光
源
氏
が
陰
陽
師
に
お
祓
を
さ
せ
た
人
形
を
船
に
乗
せ
流

す
と
こ
ろ
が
あ
り
、
之
は
現
在
の「
ひ
な
流
し
」の
原
型
で
あ
り
、
や
が
て
之
は
江
戸
時

代
の「
ひ
な
祭
り
」と
な
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。

○
先
日
、
長
崎
日
ポ
協
会
本
年
度
総
会
あ
り
。
新
協
会
長
に
十
八
銀
行
頭
取
宮
脇
雅
俊
氏

が
就
任
。
本
年
は
日
ポ
修
好
一
五
〇
周
年
に
当
る
の
で
其
の
記
念
事
業
と
し
て
、
長
崎

市
よ
り
サ
グ
レ
ス
号
入
港
の
事
。
平
戸
市
よ
り
カ
ス
テ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
本
部

主
催
の
記
念
講
演
会
・
史
跡
見
学
会
等
の
開
催
計
画（
案
）の
報
告
が
あ
っ
た
。

○
今
月
は
次
の
本
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。『
海
援
隊
秘
記
』織
田
毅
氏
著
。
織
田
氏
が
永

年
丹
念
に
調
査
さ
れ
て
き
た
龍
馬
伝
を
良
く
ま
と
め
ら
れ
龍
馬
伝
の
研
究
に
大
い
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。（
戒
光
祥
出
版
・
一
、五
〇
〇
円
）

　
『
江
戸
に
伝
わ
る
昔
ば
な
し
』永
田
米
吉（
文
）・
亀
渕
佐
喜
子（
絵
）両
氏
の
合
作
、
平
戸

に
伝
わ
る
昔
ば
な
し「
就
学
期
の
幼
児
期
と
母
親
の
た
め
」に
ふ
る
さ
と
に
眠
る
口
承
文

芸
を
取
り
あ
げ
書
か
れ
て
い
た
。（
平
戸
昔
話
研
究
会
刊
・
一
、五
〇
〇
円
）

　
『
海
峡
の
風
』轟
良
子（
文
）・
同
次
雄（
写
真
）著
。
北
九
州
を
彩
っ
た
先
人
・
火
野
葦
平
。

柳
原
白
蓮
・
赤
坂
小
梅
・
森
鴎
外
等
七
〇
人
近
く
の
人

物
を
取
り
あ
げ
て
記
さ
れ
て
い
た
。
大
い
に
興
味
を
引

か
れ
る
本
で
し
た
。（
エ
デ
ィ
ッ
ク
ス
社
刊
・
一
、二
〇
〇

円
）

吉
村　
政
德

五島神楽（国選択無形民俗文化財）


